
失敗した事　やり残した事	
  
ー 名古屋大学での19年 ー	
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平成２２年３月１３日	
  



１： 面白い地球化学とは？　	
  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1983年に見た　学会の流れ	




２： 面白い地球化学の一般条件	




３： 地質調査所（~私）の地球化学の将来	




追： 月の高地
の岩石には、	
  
なぜCe異常が
みられるの
か？	


田中 剛「岩石の放射線照射による風化について」　	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  『放射線化学』	
  61号（1996）	
  pp.41-­‐44	






平成２年（1990)１２月名古屋へ	




ガスクロマトグラフー質量分析計による	
  
K-­‐Ar年代測定	
  (1)	


KITAJIMA	
  Yoshikazu	
  	
  名古屋大学修士論文	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  理学研究科（地球） （1994）	




ガスクロマトグラフー質量分析計による	
  
K-­‐Ar年代測定	
  (2)	


KITAJIMA	
  Yoshikazu	
  	
  
名古屋大学修士論文	


理学研究科 （地球 （1994）	
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タイプライターテキスト
）



科学技術振興調整費に応募	




Rb-­‐Sr　年代を原子吸光で測る−原理？	




Rb-­‐Sr　年代を原子吸光で測る	
  −	
  実験	




“構造規制”溶け出さない娘核種	


『家』が守る、	
  
不適格娘	
 TAKAGI	
  Mari　名古屋大学修士論文	


　理学研究科　地球　2000年2月	




水の放射線分解　	




水の吸収線量と岩石の溶出	


Yonezawa.	
  C	
  ,	
  Tanaka.	
  T,	
  Kamioka.	
  H	
  “water-­‐rock	
  reacNons	
  during	
  gamma-­‐ray	
  irradiaNon”	
  Applied	
  Geo	
  Demi　(1996)	
  vol.11	
  pp.461-­‐	




二酸化炭素のシンク？ タクラマカン砂漠	
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タイプライターテキスト
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タイプライターテキスト
田中 剛　「二酸化炭素のシンクとしての砂漠」（日本工業新聞「二酸化炭素問題を考える」平成6年より）　



147Sm-­‐143Nd,	
  138La-­‐138Ce同位体系	
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タイプライターテキスト
Nature 1982年



＋4300ε(CHUR)を超えるであろうHALの138Ce/142Ce値 	


ocwuser
タイプライターテキスト
Davis. A. M
Tanaka. T
Grossman. L
Lee. T  など（1982）

Geochin Cosmodui Acta
Vol. 46 , 1627



100	
  個に数個の白色包有物はCe異常	




Ce	
  異常をもつ CAI	
  は見つからなかったが、	
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タイプライターテキスト
林 正人、田中 剛
「地球科学」29巻 1号
　pp.37-pp.50 (1995)



マーチソン隕石中の包有物	
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タイプライターテキスト
田中 剛　「宇宙の宝石箱」地質ニュース　1983年　No.341 表紙



先太陽系	
  Death	
  Star	
  の化石?	




太陽系外金属粒子発見出来ず	
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タイプライターテキスト
YAMAI. H (1995)　名古屋大学理学研究科（地球）修士論文



Au	
  -­‐	
  As	
  -­‐	
  Sb	
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タイプライターテキスト
戸上 薫、田中 剛、岩森 光　「資源地質」(1997) 47巻  pp.305-pp.318



希土類元素	
  
存在度パターン	
  
から	
  

白金族元素	
  
存在度パターン	
  
へ	
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タイプライターテキスト
清水 乙彦 (1996)
名古屋大学理学研究科 （地球） 修士論文



放射化分析による
184Os濃縮同位体
（５．４５％）を基準
とする天然の
184Os同位体存在
度（約0.018%)の	
  
精密測定	




同位体希釈中性子放射化分析による	
  
珪長質岩石中の白金族元素の高確度定量	
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先三波川	
  
	
  「肉淵岩体」は
先カンブリア！	




隕石にみられる若い年代の意義	
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タイプライターテキスト
SUZUKI Sachiko (2003)
名古屋大学理学研究科 （地球）
修士論文



先カンブリア南極隕石にさぐる	
  
太陽系テクトニクス	
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タイプライターテキスト
当時、国立極地研究所の矢内桂三氏より貸与された写真



・　希土類元素存在度パターン 　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何が おこったか？	
  

・　La-­‐Ce,	
  Sm-­‐Nd,	
  Lu-­‐Hf　放射壊変系　	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何時 おこったか？	
  

・　δREEパターン	
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どのように おこったか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  

δREE	
  



竹に期待する安定同位体分別	




シリア北部 遺跡の丘での放射線測定	
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タイプライターテキスト
田中 剛「セム系部族社会の形成」特定領域研究 ニュースレター No.15 (2009)



シリア北部 遺跡の丘　の	
  

カリウム,	
  ウランおよび	
  

トリウムからの放射線分布	
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タイプライターテキスト
田中 剛「セム系部族社会の形成」特定領域研究 ニュースレター No.15 (2009)



広域からの
放射線測定
は難しい	




地質調査所研究発表会（昭和47年１月）	
  
ー地調の研究態勢を考えるー	




評価データを求めて （1972年 自作のインパクトファクター）	




“４０年前”も“今”も妙案の見えない組織評価	


　　届かなかった オリンピック出場	




失敗した事　やり残した事	
  
ー 名古屋大学での19年 ー	

失敗とやり残した事は、未来の楽しみ	
  

平成２２年３月１３日	
  




